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シンチレータは放射線のエネルギーを吸収し瞬時に低エネルギーの光子に変換する物質であり、

光検出器と組み合わせることにより放射線をリアルタイムで計測することができる。このような

検出器は医療装置や手荷物検査装置など幅広い分野で利用されている [1]。これらの光検出器に

は主に光電子増倍管 (PMT) が用いられてきたことから、PMT の波長感度に適合した紫外から青

色発光のシンチレータが開発されてきが、近年 Siフォトダイオードの高感度化に伴い、黄色から

緑色で発光するようなシンチレータの開発が求められている [2]。そこで本研究では緑色発光を

呈する Tbを添加した SrY2O4単結晶を作製し、放射線応答特性を調査した。 

Fig. 1に Tb添加 SrY2O4単結晶のシンチレーションスペクトルを示す。全てのサンプルは 380–

630 nm付近に特徴的な発光を呈し、このスペクトル形状は Tb3+の 4f-4f遷移に起因する発光とし

て典型的なものである [3]。また Tbの添加濃度が増加するにつれ、380–500 nm付近の発光強度が

低下した。これは Tbの自己吸収に起因するものであると考えられる。Fig. 2に Tb添加 SrY2O4単

結晶のシンチレーション減衰曲線を示す。減衰曲線は 1 成分の指数関数で再現良く近似でき、蛍

光寿命は 1.53–1.70 msであった。この値は Tb3+の 4f-4f遷移に起因する蛍光寿命として妥当であっ

た [3, 4]。本講演では Tb添加 SrY2O4単結晶における光学および放射線応答特性の Tb濃度依存性

について報告する。 

  
Fig. 1 Scintillation spectra of Tb-doped SrY2O4 

single crystals. 

Fig. 2 Scintillation decay curves of Tb-doped 

SrY2O4 single crystals. 
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